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 国分寺市にふるさとをつくる会発行国分寺ふるさと会報
(平成27年3月号)

　菜の花

森の教室運営委員会	 

「森の教室インストラクター会」	 

　　のご案内　　　代表　加藤昌代	 
	 
　「ふるさとの会」運営委員会から委託さ
れている会で「ふるさとの会」の趣旨でも
ある自然林の保全活動・子供達に自然の中
で豊かな感性を育み、人間性を培うための
ノウハウ取得する講座を開設しています。	 
	 
　自然体験活動推進協議会と国立青少年教
育振興機構との連携で、より一層講座の内
容が強化されました。この講習で確実に知
識を習得した後は、さらに演習として、X
山の森の自然塾・各小学校の総合学習、サ
マースクール・近隣の自然観察会などで、
指導者として実践し経験を積みます。	 
	 
　履修後はリーダー、更に講習・・演習を
積みますとインストラクターの資格が取れ
ます。資格取得された方は、日本各地の
フィールドで活動することができます。子
供達の自然の中での体験・経験が重要視さ
れている今日、多くの方の受講をお待ちし
ております。	 
	 
　募集は２月、８月に市報・各新聞に掲載
します。あなたも社会貢献の一端を担って
みませんか。	 
　	 
　連絡先　加藤昌代　042-321-7736	 

都市緑化を考える会	 

　自然の中の春を求めて	 
　　　　　　森の冒険責任者　角田　勝	 
	 
　立春間近の好天の日、史跡付近の山野を散
歩して、早春の植物を探してみた。伝祥応寺
跡の山の陽当りの良い傾面の落葉を掻き分け
て、晩秋に芽を出して越冬してきたフデリン
ドウが、４～５ｍｍ程育っている。４月初め
には、５～１０Cmに成長し開花して林内で多
く見ることが出来るだろう。シュンランの株
は、伝鎌倉街道切り通し傾面にも大きく育っ
ている３月下旬には、付近の山野を淡い黄色
かかった花が楽しくしてくれる。隣の武蔵台
公園の丘陵地帯の傾面に、セツブンソウが枯
葉の間から２株薄紫色の花を咲かしていた。
５枚の花びらと小さなギザギザのついたニン
ジンの葉のようで可燐であり、絶滅危惧種と
言われている。陽当たりの良い近くの山際に
は、ユキワリイチゲが２ヶ所で群生している。
特徴的な三裂した濃い緑色で班がある葉と、
白みを帯びた淡い紫色が上品である。昨年と
同じ処に芽を出したようだ。３月下旬まで花
を楽しむ事ができる。４月になればウラシマ
ソウ、ジュニヒトエ、アマドコロ、キンラン
ギンランなど、観察できる恵まれた環境が、
後世まで続くことを願いたい。	 

『森の自然塾』参加者募集	 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　森の教室運営委員会	 
　平成１４年から始まりました『森	 
の自然塾』は、衣替えして、	 
４月１９日から始まります。小学生	 
対象とします『森の自然塾』は、	 
「自然に触れ親しみ、お互いの理解	 
を高め人間性を育む」「自然体験の	 
冒険に挑戦し、森の観察力と感性を	 
豊かにする」「森の遊びから、やる	 
気、生きがい、命の尊厳を育む」こ	 
とを目指しています。　	 
	 
	 また、この事業の安全指導員の参加も募集しています。	 
	 
活動内容	 :	 探検隊・ふしぎ探し隊・冒険隊・森の遊び隊の４隊が	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 担当します。	 
参	 加	 者	 :	 小学生を対象に、小学３年生以下は保護者の	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 付き添いをお願いします。	 
費　　用	 :	 年度内１,０００円をご負担ください。(保険料等です)	 
集　　合	 :	 毎月第３日曜日、エックス山の中央に午前９時３０分。	 
　　　　　　安全指導員は午前８時５０分集合です。	 
申込方法	 :	 往復ハガキにご住所・ご氏名・学校名・保護者名・	 
　　　　　　電話番号を記入のうえ、〒Ⅰ８５-００３２	 国分寺市	 
　　　　　　日吉町１-９-１３	 ふるさとの会宛。	 
問合せ先	 :	 電話042	 (322)	 1964	 前島まで	 

X山めざし野川源流を行く	 
　　　　　　　　ふるさとの会広報委員会	 

　第２７回グリーズ・ツアー・ウオークは「X
山めざし野川源流を行く」を表題に４月５日
(日)に開催。	 
	 
当日は、日立中央研究所庭園公園に合わせた恒
例行事。行程は武蔵小金井駅から野川に出て、
満開の桜の下を若草の匂いと湧水を味わいなが
ら、右手に大岡昇平著「武蔵野夫人」を持ち、
「・・・ハケの全面で野川は約１間の幅でほと
んど橋もない田中の小川であったが・・・」の
一節もある「自然」を味わう。	 
	 
開	 催	 日	 :	 平成２７年４月５日(日)	 
集合場所	 :	 午前９時JR武蔵小金井駅改札口	 
　　　　　(一般参加者)	 スタッフは８時２０分	 
申込方法:	 往復ハガキに参加者全員の氏名・	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 住所・電話番号・年齢を記入	 
申込期限:	 平成２７年３月2５日(水)	 
参	 加	 費:	 ３００円	 
申込み先:	 〒185-0032	 国分寺市日吉町	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 １-９-１３	 ふるさとの会宛	 
問合せ先:	 042-322-1964	 前島まで	 
　	 

環境ひろば	

野川公園と野川の再生について	
　　　　　　理事代行　武藤　正美	
	
　私は平成８年に都の広報で公園の
ボランチア募集に応募し、都立野川
公園のボランティアを始め月３回自然
観察園の整備作業に行っていました。
今は月１回に減少しました。　	
	
　野川公園は武蔵野段丘の南に位置
し、国分寺崖線から湧きでる湧水が
注いで、武蔵野に豊かな緑を残した
気軽に観察ができる整備された公園
で、中にある自然観察園は野川とハ
ケにはさまれた、四季折々で花、虫、
鳥など自然が保護された公園ですが、
都市の開発が進むにつれてここ数年
で川に流入していた湧水が何ケ所も
涸れ、年の中何日も川底が浮き出る
事が見られる今日このごろです。残さ
れた湧水を守るためには野川周辺の
緑を如何に残していくかを含め、源流
の再生が私たちに残された仕事であ
り、野川が再生されることで豊かな自
然環境が、戻ってくることに、つながる
と思います。	



　合同連絡会議

　　今後の行事予定

	 3月11日(水)	 森の教室指導者養成講座

9:00	 清掃Cプレハブ会議室

	 	 	 	 14日(土)	 幹事団体執行部会議

10:00	 恋ヶ窪公民館

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 合同連絡会議

13:30	 恋ヶ窪公民館

　　　　　	 	 	 野川源流自然再生設立準備会

15:00	 恋ヶ窪公民館

	 	 　18日(水)	 指導者養成講座運営委員会

9:30	 恋ヶ窪公民館

	 	 　20日(金)	 Ｘ山等市民協議会

13:30	 市民プール3階

	 	 　21日(土)	 日吉町町内会定例会

13:00第五小学校相談室

	 	 　22日(日)	 防災推進の街づくり仲間の会

14:00	 定例会	 第九小図書室

　　23日(月)	 野川源流自然再生設立準備会

13:30	 恋ヶ窪公民館

	 	 　31日(火)	 会報配布準備

14:00	 西恋ヶ窪公民館

　(印刷は13:30から)

「ふるさとの会」ホームページ開設!!

日吉町町内会	 

防犯パトロール９００回達成記念意見交換会　　　　　	 

　　　　　　　　　　　　　　日吉町町内会副会長　西浦茂光	 
　日吉町町内会は、平成１６年１１月にスタート、毎週水・土曜日に防犯パ
トロールを実施し、約１０年余で９００回を達成、１月２１日達成記念意見
交換会を開催致しました。	 
	 
　来賓として第五小学校の太田校長先生と国分寺市防災安全課の増田係長を
お迎えし、前島会長の挨拶に続いて、笠井監査委員長より９００回達成の歩
みの詳細説明、意見交換会では太田校長先生からは、学童の下校時のパト
ロールに対するお礼と今後とも子供達の見守りをお願いするとのお話があり、
増田係長からは、国分寺市における窃盗犯罪の資料説明及び空き巣が多い時
間帯での町内会のパトロール活動には非常に感謝している、又パトロール時
には声掛けを徹底してほしいとの要望がありました。	 
	 
　意見交換後パトロールを実施し、ささやかな懇親会にて会員の慰労ととも
に町内会のスローガン「防犯パトロールを継続し、安全・安心なまちづく
り」の実現を目指し１０００回、１５００回達成に向けて元気で明るくパト
ロールすることを誓い!誠に有意義な意見交換会となりました。	 

野川源流自然再生設立準備会だより	 
『国分寺市都市マスタープラン』	 
　　　見直しに関するヒヤリング開催!	 
	 
　１月２９日国分寺市役所会議室において都市企画
課からご説明を頂き、参加８団体から見直しに関す
る要望を申し述べました。	 
	 
主な要請内容はつぎのとおりです。	 
	 
1.都市マスタープラン見直しにあたり、自	 
　然再生推進法に示されている事業の内容	 
　を活かしていただきたい。	 
	 
2.事業の推進は「協議会」をつくり、行政、	 
　市民団体、有識者等が協働し、その総意	 
　で進めていただきたい。	 
	 
3.自然再生をめざす、西恋ヶ窪地域は市の	 
	 	 ハザードマップによると、浸水危険区域と	 
　されており、緑と自然再生によって、保水力	 
　を高め、もって水害対策の一環として位	 
　置づけ、とりくんでいただきたい。	 
	 
4.将来に緑と自然を残すことは大事です。した	 
　がって、環境教育が大きな意味を持っている。	 

　X山をはじめ、対象地域は子どもたちの格好	 
　の教材の宝庫になっており、現の維持と自然	 
　の再生事業を推進していただきたい。	 

　h"p://npo-‐kokubunjifurusato.jp/	  	  を検索してください	


